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■ 週１回以上利用する割合は、69.0％で過去最高。「月１回」の割合が前回より下がり（15.6％→

12.2％）、冷凍食品を利用する主婦は、より高い利用頻度に 

■ 主婦で、冷凍食品の利用頻度が「増えた」人は３割近く（27.0％）。若い年代ほど高い傾向 

 

 
 
 

 

 

■ 前回の調査（2011 年 3 月）と比較して、「供給が安定している」ことに魅力を感じている主婦は 

２倍以上 （15.2％→32.6％）、「価格が安い」は 10 ポイント以上（26.6％→37.0％）で大幅増。 

 「おいしさ」は、過去調査から徐々に増加し、４年前の倍（18.7％→37.0％）に 

■ 購入するのは「４～５割引」（65.3％）のとき。特に主婦は男性より割引に対してシビア（「４～５割

引」で購入する男性：55.5％＜女性：69.7％） 

 

 

 

 

■ 食生活に対する行動では、「家族と一緒に食事」（“増えた”20.7％）、「家で食事をとる」（“増え

た”29.2％）で、「外食」（“増えた”7.1％）と大差 

■ 買い置きについて、冷凍食品が“増えた”のは、５人に１人（19.7％） 

 

社団法人日本冷凍食品協会（会長 浦野光人）は、本年 2 月 27 日から 28 日にかけて、冷凍食品の利用者を対

象に、冷凍食品の利用状況を明らかにするため、『“冷凍食品の利用状況”実態調査』を実施しました。 

  調査結果では、冷凍食品の魅力について「供給の安定」が倍増したことや買い置きの増加が見られ、これらは

大震災後の消費者マインドの変化と見られます。また、「価格の安さ」が大幅に増加していることや、冷凍食品は

大幅な割引のときに購入する傾向から、厳しい家計の状況がうかがえます。 

当協会では、冷凍食品を通じて食文化・食生活の向上を図ることを目的に、冷凍食品の利用法だけでなく、品

質、技術、安全性などの広報・啓発活動をさまざまな形で行っています。 

全国の 25歳以上の既婚女性 500 人および 25歳以上の男性 500 人※1に聞く 

“冷凍食品の利用状況”実態調査結果について 

冷凍食品の供給が安定していることに魅力を感じる主婦が倍増。おいしさも 4年前の倍に 

家族と一緒に家で食事をとるように心掛ける人が増加の傾向 

◎ 利用頻度は週 1 回以上の割合が過去最高で、頻度がより高い傾向 

◎ 冷凍食品の利用頻度が「増えた」主婦は３割近く 

◎ 冷凍食品の魅力として、簡便性、保存性に加え、「供給の安定」、 

「価格の安さ」、「おいしさ」が大幅にアップ 

◎  大幅な割引価格での購入が大多数 

※1 調査対象：冷凍食品を「月 1 回以上」利用している 25 歳以上の既婚女性 500 人と、25 歳以上の男性 500 人 

◎ 大震災後、家族一緒に家で食事する人が増加の傾向顕著に 

◎ 冷凍食品の買い置き、５人に１人が「増えた」と回答 
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＜調査概要＞ 

 

【調査方法】 インターネット調査 

【調査対象】 冷凍食品を「月 1 回以上」利用している 25 歳以上の既婚女性 500 人と、25 歳以上の男性 500 人 

【調査期間】 2012 年 2 月 27 日（月）～2 月 28 日（火）  

【標本構成】 有効回収 1000 人の標本構成は以下のとおりです 

   （上段：サンプル数、下段：構成比 ％） 

 

Ｆ１．性別 

サンプ

ル数 

男性 女性 

1000 500 500 

100.0 50.0 50.0 

 

Ｆ２．年齢 

 サンプ

ル数 

25～ 

29 歳 

30～ 

34 歳 

35～ 

39 歳 

40～ 

44 歳 

45～ 

49 歳 

50～ 

54 歳 

55 歳 

以上 

平均

（歳） 

全  体 1000 74 176 108 142 146 104 250 45.1 

 100.0 7.4 17.6 10.8 14.2 14.6 10.4 25.0  

 女 性 500 35 90 55 70 73 52 125 45.2 

 100.0 7.0 18.0 11.0 14.0 14.6 10.4 25.0  

 男 性 500 39 86 53 72 73 52 125 45.1 

 100.0 7.8 17.2 10.6 14.4 14.6 10.4 25.0  

 

Ｆ３．職業 

 サンプ

ル数 

常勤 パート・

アルバ

イト 

その他

有職 

無職

（専業

主婦） 

全  体 1000 468 150 65 317 

 100.0 46.8 15.0 6.5 31.7 

 女 性 500 93 126 18 263 

 100.0 18.6 25.2 3.6 52.6 

 男 性 500 375 24 47 54 

 100.0 75.0 4.8 9.4 10.8 

 

Ｆ４．同居家族の人数 

 サンプ

ル数 

１人

（単身） 

２人 ３人 ４人 ５人 

以上 

平均

（人） 

全  体 1000 95 317 265 214 109 3.0 

 100.0 9.5 31.7 26.5 21.4 10.9  

 女 性 500 10 199 145 95 51 3.0 

 100.0 2.0 39.8 29.0 19.0 10.2  

 男 性 500 85 118 120 119 58 3.0 

 100.0 17.0 23.6 24.0 23.8 11.6  
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Ｆ５．同居している子どもの年齢（複数回答） 

 サンプ

ル数 

３歳 

未満 

３歳～

６歳 

未満 

６歳～

12 歳 

未満 

12 歳～

20 歳 

未満 

20 歳 

以上 

同居の

子供は

いない 

全  体 1000 119 94 151 167 177 465 

 100.0 11.9 9.4 15.1 16.7 17.7 46.5 

 女 性 500 87 55 71 84 93 209 

 100.0 17.4 11.0 14.2 16.8 18.6 41.8 

 男 性 500 32 39 80 83 84 256 

 100.0 6.4 7.8 16.0 16.6 16.8 51.2 

 

Ｆ６．普段お弁当を作っているか 

 サンプ

ル数 

ほぼ毎

日作っ

ている 

週２～

３回作

ってい

る 

週１回

作って

いる 

月２～

３回作

ってい

る 

月１回

作って

いる 

作って

いない 

全  体 1000 233 95 43 28 25 576 

 100.0 23.3 9.5 4.3 2.8 2.5 57.6 

 女 性 500 182 60 24 18 13 203 

 100.0 36.4 12.0 4.8 3.6 2.6 40.6 

 男 性 500 51 35 19 10 12 373 

 100.0 10.2 7.0 3.8 2.0 2.4 74.6 
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調査結果概要 

Ⅰ 冷凍食品の利用状況 

 

１．冷凍食品を利用する頻度 .................................................................... 7 

●《女性》では、週１回以上（「ほぼ毎日」＋「週２～３回」＋「週１回」）の割合は、中国天洋食品事件直後の【2008年9月】

（45.6％）に比べ、【2009 年 8 月】以降は６割台を維持し、今回は 69.0％で過去最高。 

《男性》は週平均で 1.7 回冷凍食品を利用（女性の利用頻度は、2.0 回/週）しており、前回（1.7 回）と横ばい。 

２．冷凍食品を利用する頻度の変化 ............................................................ 11 

●《女性》では、「増えた」（27.0％）の方が「減った」（13.0％）よりも多く、また前回より「増えた」（前回 24.6％→今回

27.0％）がやや増えている。 

《男性》では、「増えた」（14.0％）と「減った」（12.4％）はほぼ同数で、前回より「増えた」（前回 21.4％→今回 14.0％）が減っ

ている。 

３．冷凍食品を買っている目的 ................................................................. 15 

●《女性》は前回【2011 年 3 月】と比べ大きく変わっている項目はないが、「料理に使う素材として（野菜・魚介等）」

（53.6％）、「お弁当用」（53.0％）で、2011 年トップだった「お弁当用」を抜いて「料理に使う素材として」がトップに 

《男性》では、「自宅で食べる夕食」（60.8％）が圧倒的に多く、《女性》とはかなり異なる。「お弁当用」が増加。 

４．冷凍食品の魅力 ............................................................................. 18 

●《女性》 「調理の手間が省ける」（77.8％）、「買い置きができる」（75.8％）、「必要な分だけ調理できる」（60.6％）の上位

３項目の順位は変わらないが、前回に比べ「調理の手間が省ける」（前回 84.0％→今回 77.8％）、「買い置きができる」

（同 86.2％→75.8％）が減り、「価格が安い」（同 26.6％→37.0％）、「供給が安定している」（同 15.2％→32.6％）が増え

ている。 

《男性》でも、「調理の手間が省ける」（前回 73.6％→今回 66.6％）、「買い置きができる」（同 76.2％→58.8％）が減り、「お

いしい」（同 31.0％→37.4％）、「供給が安定している」（同 11.4％→20.2％）が増えている。 

５．冷凍食品の割引を行っている場合に購入することが多い価格 ............................. 21 

●《女性》 「４～５割引」（69.7％）が圧倒的に多く、割引価格で購入する人がほとんど。 

《男性》でも「４～５割引」（55.5％）が多いが、《女性》に比べるとかなり低い。 
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Ⅱ 冷凍食品の情報提供に関する意識 

 

１．冷凍食品を購入する際、重視すること ..................................................... 23 

●《女性》 「信頼できるメーカーであること」（66.4％）、「原料原産地の表示がしてあること」（45.4％）、「価格が安いこと」

（39.2％）、「原材料が国内産であること」（33.2％）などの順。 

《男性》では、「信頼できるメーカーであること」（75.2％）、「価格が安いこと」（42.4％）、「原料原産地の表示がしてあるこ

と」（35.4％）、「原材料が国内産であること」（29.4％）、「信頼できる小売店（スーパーなど）であること」（29.0％）などの順

で、「原料原産地の表示がしてあること」（女性 45.4％、男性 35.4％）は《女性》の方が、「信頼できるメーカーであること」

（同 66.4％、75.2％）などは《男性》の方が高い。 

 

Ⅲ 東日本大震災後の食生活に関する変化 

 

１．東日本大震災後、食生活に対する行動は変化したか ....................................... 25 

●《女性》 “増えた”割合は『２）家で食事をとる（内食）』（32.8％）、『１）なるべく家族と一緒に食事をとるようにしている』

（21.8％）では高いが、『３）外食』（5.4％）、『４）お弁当やお総菜の購入（中食）』（11.6％）では少なく、“外食が減って、

家で食べることが多くなった”傾向がある。 

《男性》でも同様に、『２）家で食事をとる（内食）』（25.6％）、『１）なるべく家族と一緒に食事をとるようにしている』（19.6％）

で“増えた”が多く、『３）外食』（8.8％）、『４）お弁当やお総菜の購入（中食）』（11.0％）で少ない。 

２．東日本大震災後、買い置きについて変化があった食品 .................................... 27 

●《女性》 “増えた”のは『６）飲料水』（39.8％）、『４）レトルト・缶詰』（38.4％）、『５）即席食品』（32.8％）が３割台で、以下

『３）冷凍食品』（21.4％）、『１）コメ』（20.0％）、『２）生鮮食品（野菜・肉・魚など）』（9.6％）。 

《男性》では、『６）飲料水』（31.6％）、『４）レトルト・缶詰』（25.2％）、『５）即席食品』（24.4％）などの順で、いずれの項目も

《女性》より低い割合。 
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調査結果の内容 
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Ⅰ 冷凍食品の利用状況 
 

１．冷凍食品を利用する頻度 

●《女性》では、週１回以上（「ほぼ毎日」＋「週２～３回」＋「週１回」）の割合は、中国天洋食品事件直後の【2008年9月】

（45.6％）に比べ、【2009 年 8 月】以降は６割台を維持し、今回は 69.0％で過去最高。「月１回」の割合は、前回【2011 年

3 月】より下がり（前回 15.6％→今回 12.2％）、冷凍食品を利用する女性は、利用頻度が高い傾向に。 

《男性》は週平均で 1.7 回冷凍食品を利用（女性の利用頻度は、2.0 回/週）しており、前回（1.7 回）と横ばい。 

図 1．冷凍食品を利用する頻度［時系列］ ※女性のみ 

ほぼ毎日 週２～３回 週１回 月２～３回 月１回
全く

使わない

2008年9月全体
<N=400>

2008年11月全体
<N=400>

2009年8月全体
<N=500>

2010年3月全体
<N=500>

2011年3月全体
<N=500>

2012年2月全体
<N=500>

8.3

9.8

13.0

13.4

11.8

12.4

20.0

17.8

31.4

31.6

32.8

33.8

17.3

16.0

21.8

23.0

20.4

22.8

25.0

22.8

20.6

20.2

19.4

18.8

19.5

23.0

13.2

11.8

15.6

12.2

10.0

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
 

 

※2008 年 9 月、2008 年 11 月の調査では、25 歳以上の女性すべてを対象としていますが、2009 年 8 月の調査以降は、 

“普段から冷凍食品を「月１回以上」利用している”25 歳以上の人を対象としています。 

 

本調査の対象者条件は“冷凍食品を月１回以上”利用している人ですが、詳細な利用頻度についてみてみます。 

調査体系が異なる※ため、単純な時系列比較はできないものの、2008 年初頭に発覚した中国天洋食品事件直後の

調査【2008 年 9 月】（「ほぼ毎日」＋「週２～３回」＋「週１回」＝45.6％）が【2009 年 8 月】（同 66.2％）には大

幅に増え、その後、順に 66.2％→68.0％→65.0％→69.0％と推移し、今回【2012 年 2 月】が過去最多となっていま

す。「月１回」利用者も前回から下がっており（前回 15.6％→今回 12.2％）、冷凍食品を利用している女性は、利用

頻度が高い傾向になっています。 
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図 2．冷凍食品を利用する頻度［時系列］ ※男性のみ 

ほぼ毎日 週２～３回 週１回 月２～３回 月１回

平均

2011年3月全体 <N=500> 1.7回

2012年2月全体 <N=500> 1.7回

9.2

9.2

27.6

26.4

26.8

25.8

20.0

23.2

16.4

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
 

 

男性の結果を時系列で比較してみると（男性の調査は前回から開始）、男性の利用頻度は前回と横ばいです。 
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図 3．冷凍食品を利用する頻度 

ほぼ毎日 週２～３回 週１回 月２～３回 月１回

平均

　全　　　　　体 <N=1000> 1.9回

女　性 <n=500> 2.0回

男　性 <n=500> 1.7回

女性25～34歳 <n=125> 2.0回

　　　35～44歳 <n=125> 2.2回

　　　45～54歳 <n=125> 2.2回

　　　55歳以上 <n=125> 1.6回

男性25～34歳 <n=125> 2.0回

　　　35～44歳 <n=125> 1.5回

　　　45～54歳 <n=125> 1.6回

　　　55歳以上 <n=125> 1.7回

女性・有職主婦 <n=237> 2.1回

女性・専業主婦 <n=263> 2.0回

男性・同居者なし <n=85> 1.4回

男性・同居者あり <n=415> 1.8回

性
別

性
・
年
齢

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ

10.8

12.4

9.2

12.0

16.0

15.2

6.4

15.2

5.6

6.4

9.6

14.8

10.3

8.2

9.4

30.1

33.8

26.4

34.4

31.2

36.8

32.8

25.6

25.6

30.4

24.0

27.4

39.5

12.9

29.2

24.3

22.8

25.8

25.6

24.0

21.6

20.0

26.4

30.4

20.8

25.6

25.3

20.5

27.1

25.5

21.0

18.8

23.2

17.6

19.2

15.2

23.2

17.6

20.8

27.2

27.2

21.1

16.7

28.2

22.2

13.8

12.2

15.4

10.4

9.6

11.2

17.6

15.2

17.6

15.2

13.6

11.4

12.9

23.5

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
 

 

《女性》では、「週２～３回」（33.8％）が最も多く、以下「週１回」（22.8％）、「月２～３回」（18.8％）の順で、

平均は週に「2.0 回」となっています。 

《男性》でも、「週２～３回」（26.4％）、「週１回」（25.8％）、「月２～３回」（23.2％）と、《女性》と近い結果で

すが、《女性》と比べて頻度は全般的に低く、平均も《女性》が週に「2.0 回」なのに対し、《男性》は「1.7 回」で

す。 

性・年齢別にみると、《女性》では《55 歳以上》になると利用頻度が低くなっていますが、これは子どもの成長

によって弁当を作る機会が減少するためとみられます。また、《男性》では、《25～34 歳》の若い世代で利用頻度が

やや高くなっています（平均 2.0 回）。 
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図 4．冷凍食品を利用する頻度（お弁当を作る頻度別） 

ほぼ毎日 週２～３回 週１回 月２～３回 月１回

平均

　全　　　　　体 <N=1000> 1.9回

＜女性＞お弁当を作っている <n=297> 2.4回

　　　　　　お弁当を作っていない <n=203> 1.5回

＜男性＞お弁当を作っている <n=127> 2.3回

　　　　　　お弁当を作っていない <n=373> 1.5回

お
弁
当

10.8

17.2

5.4

15.7

7.0

30.1

38.4

27.1

36.2

23.1

24.3

22.2

23.6

22.0

27.1

21.0

14.8

24.6

19.7

24.4

13.8

7.4

19.2

6.3

18.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
 

 

ちなみに、お弁当を作る頻度別にみると、男女ともお弁当を頻繁に作る人ほど冷凍食品の利用頻度も高く、お弁

当を《作っている人》の平均は女性「2.4 回／週」、男性「2.3 回／週」で、《作っていない人》（男女とも 1.5 回／

週）に比べて１回程度多くなっています。お弁当で冷凍食品はより活用されている状況がうかがえます。 
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２．冷凍食品を利用する頻度の変化 

●《女性》では、「増えた」（27.0％）の方が「減った」（13.0％）よりも多く、また前回より「増えた」（前回 24.6％→今回

27.0％）がやや増えている。 

《男性》では、「増えた」（14.0％）と「減った」（12.4％）はほぼ同数で、前回より「増えた」（前回 21.4％→今回 14.0％）が減っ

ている。 

図 5．冷凍食品を利用する頻度は、１年前に比べて変わったか［時系列］ ※女性のみ 

増えた 変わらない 減った わからない

2011年3月全体
<N=1000>

2012年2月全体
<N=1000>

24.6
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1.2
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冷凍食品を利用する頻度は、１年前と比べて変わったかどうかを聞いてみました。 

《女性》では、「変わらない」が前回（57.4％）、今回（58.8％）ともに６割近くと多数を占めている点は変わり

ありませんが、「増えた」（前回 24.6％→今回 27.0％）がやや増え、「減った」（同 16.8％→13.0％）がやや減って

います。 

図 6．冷凍食品を利用する頻度は、１年前に比べて変わったか［時系列］ ※男性のみ 

増えた 変わらない 減った わからない

2011年3月全体
<N=1000>

2012年2月全体
<N=1000>

21.4

14.0

61.8

65.8

11.8

12.4

5.0

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
 

 

《男性》では、前回、今回ともに「変わらない」が６割台を占めていますが、「増えた」という割合は前回 21.4％

→今回 14.0％と減っています。 
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図 7．冷凍食品を利用する頻度は、１年前に比べて変わったか 

増えた 変わらない 減った わからない

　全　　　　　体 <N=1000>
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男性25～34歳 <n=125>
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　　　45～54歳 <n=125>

　　　55歳以上 <n=125>
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《女性》では「変わらない」（58.8％）が半数を超えていますが「増えた」（27.0％）と「減った」（13.0％）とで

は「増えた」の方がかなり多くなっています。 

《男性》では、やはり「変わらない」（65.8％）が多くなっていますが、《女性》よりもさらに高い６割台を占め

ています。「増えた」（14.0％）と「減った」（12.4％）はほぼ同数です。 

性・年齢別にみると、《女性》では若い人ほど「増えた」割合が高く、《55 歳以上》の２割弱（19.2％）に比べ、

《25～34 歳》（35.2％）では３割台に達しています。《男性》では、《女性》ほど明確な傾向の差はみられません。 
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表 1．冷凍食品の購入頻度が増えた理由（自由回答） 

順位  件数 

1 お弁当を作るようになったから 55 

2 調理が簡単で便利だから 40 

3 おいしいと思う商品が増えたから 38 

4 忙しくなり、食事を作る時間が減ったから 24 

5 家族が増えて作る食事の量が増えたので 14 

6 野菜の値段が高騰しているため 13 

7 手頃な値段だから 10 

 まとめ買いや買い置きをするようになったから 10 

9 冷凍食品の種類が増えたから 9 

10 家で食事を作るようになったから 7 

11 宅配やネット販売を利用するようになったので 5 

 長期保存ができるから 5 

 作る食事の量が減ったので 5 

 その他 28 

 

次に、冷凍食品の利用頻度が増えたと回答した人（205 人）にその理由を自由回答で聞いてみました。 

結果、「お弁当を作るようになったから」（55 件）と“お弁当利用”が最大の理由となっています。以下、「調理

が簡単で便利だから」（40 件）、「おいしいと思う商品が増えたから」（38 件）、「忙しくなり、食事を作る時間が減っ

たから」（24 件）、「家族が増えて作る食事の量が増えたので」（14 件）、「野菜の値段が高騰しているため」（13 件）

などが続き、“家庭の理由”と“冷凍食品側の理由”の両方がみられます。 
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表 2．冷凍食品の購入頻度が減った理由（自由回答） 

順位  件数 

1 何でも手作りするようになったから 19 

2 お弁当を作らなくなったから 17 

3 健康に配慮するようになったから 14 

4 価格が上がった、割高に感じるようになったから 12 

5 料理にかけられる時間が増えたから 8 

6 安全性に不安を感じるから 7 

 一人住まいでなくなったから 7 

8 おいしくないから 6 

9 家で料理をする回数が減ったから 4 

 家族が減ったから 4 

11 外食の頻度が増えたため 3 

 食べ飽きたから 3 

 その他 28 

 

続いて、冷凍食品の利用頻度が減ったと回答した人（127 人）にその理由を答えてもらいました。 

その結果、「何でも手作りするようになったから」（19 件）、「お弁当を作らなくなったから」（17 件）、「健康に配

慮するようになったから」（14 件）、「価格が上がった、割高に感じるようになったから」（12 件）などの順となって

います。 
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３．冷凍食品を買っている目的 

●《女性》は前回【2011 年 3 月】と比べ大きく変わっている項目はないが、「料理に使う素材として（野菜・魚介等）」

（53.6％）、「お弁当用」（53.0％）で、2011 年トップだった「お弁当用」を抜いて「料理に使う素材として」がトップに。 

《男性》では、「自宅で食べる夕食」（60.8％）が圧倒的に多く、《女性》とはかなり異なる。「お弁当用」が増加。 

図 8．冷凍食品を買っている目的（複数回答）［時系列］ ※女性のみ 

お弁当用

自宅で食べる朝食

自宅で食べる昼食

自宅で食べる夕食

料理に使う素材として
（野菜・魚介等）

デザート、菓子

※「デザート、菓子」2011年と2012年に実施。
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2008年11月全体 <N=319>
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（％）

 

 

冷凍食品の購入目的について、《女性》の結果を前回までの調査結果と比較すると、今回は前回より大きく変わっ

ている項目はなく、いずれも前回並みとなっています。 

ただ、【2011 年 3 月】は、「お弁当用」がトップ（53.6％）で「料理に使う素材として」（50.8％）が続いていま

したが、今回、「料理に使う素材として」（53.6％）が「お弁当用」（53.0％）を逆転し、トップになっています。 
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図 9．冷凍食品を買っている目的（複数回答）［時系列］ ※男性のみ 
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《男性》については、「お弁当用」（前回 26.4％→今回 33.4％）が増え、「自宅で食べる夕食」（同 65.4→60.8％）

が減っているといった動きがみられます。 

図 10．冷凍食品を買っている目的（複数回答） 
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《女性》では、「料理に使う素材として（野菜・魚介等）」（53.6％）、「お弁当用」（53.0％）が半数を超えて多く、

以下「自宅で食べる夕食」（41.8％）、「自宅で食べる昼食」（39.8％）などが続いています。 

《男性》では、「自宅で食べる夕食」（60.8％）が圧倒的に多く、以下「自宅で食べる昼食」（34.2％）、「お弁当用」

（33.4％）、「料理に使う素材として（野菜・魚介等）」（26.0％）の順で、《女性》とはかなり異なる結果となってい

ます。 

ライフステージ別にみると、《女性》については、《有職主婦》は「お弁当用」（58.6％）、《専業主婦》は「料理に

使う素材として（野菜・魚介等）」（57.4％）が高くなっています。《男性・同居者なし》は「自宅で食べる夕食」（78.8％）

が圧倒的に高い一方、《男性・同居者あり》では、「お弁当用」（37.1％）として購入する人が《男性・同居者なし》

に比べて多くなっています。 

表 3．冷凍食品を買っている目的（複数回答）（冷凍食品の利用頻度別、お弁当を作っているか否か別） 

（％）

サ
ン
プ
ル
数

自
宅
で
食
べ
る
夕
食

お
弁
当
用

て

（
野
菜
・
魚
介
等

）

料
理
に
使
う
素
材
と
し

自
宅
で
食
べ
る
昼
食

デ
ザ
ー

ト

、
菓
子

自
宅
で
食
べ
る
朝
食

そ
の
他

全　　　体 1000 51.3 43.2 39.8 37.0 13.9 13.7 2.4

ほぼ毎日 108 37.0 70.4 38.0 31.5 16.7 25.0 2.8

週２～３回 301 54.2 57.1 43.2 40.5 16.6 15.6 3.3

週１回 243 53.1 37.4 39.5 37.9 14.0 14.4 1.6

月２～３回 210 55.7 29.5 38.6 33.8 11.0 9.5 2.4

月１回 138 46.4 22.5 36.2 37.0 10.1 5.8 1.4

作っている 424 36.6 78.8 42.2 30.9 16.7 14.6 1.9

作っていない 576 62.2 17.0 38.0 41.5 11.8 13.0 2.8

頻
度

冷
凍
食
品
利
用

当お
弁

 

冷凍食品の利用頻度別にみると、利用頻度の高い人ほど「お弁当用」をあげる人が多くなっています。また、「自

宅で食べる朝食」も同様の傾向がみられます。 

また、お弁当を作る・作らない別にみると、《作っている人》では「お弁当用」が約８割（78.8％）と圧倒的に多

く、“冷凍食品”はお弁当に欠かせないものといえそうです。一方、《作っていない人》は、「自宅で食べる夕食」が

６割（62.2％）で、夕食に利用する人が多いようです。 
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４．冷凍食品の魅力 

●《女性》 「調理の手間が省ける」（77.8％）、「買い置きができる」（75.8％）、「必要な分だけ調理できる」（60.6％）の上位

３項目の順位は変わらないが、前回に比べ「調理の手間が省ける」（前回 84.0％→今回 77.8％）、「買い置きができる」

（同 86.2％→75.8％）が減り、「価格が安い」（同 26.6％→37.0％）、「供給が安定している」（同 15.2％→32.6％）が増え

ている。 

《男性》でも、「調理の手間が省ける」（前回 73.6％→今回 66.6％）、「買い置きができる」（同 76.2％→58.8％）が減り、「お

いしい」（同 31.0％→37.4％）、「供給が安定している」（同 11.4％→20.2％）が増えている。 

図 11．冷凍食品を購入する際、どこに魅力を感じて購入しているか［時系列］（複数回答） ※女性のみ 
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いる

栄養価が維持される

生産地がはっきりしている

カロリーコントロールしやす
い

保存料が必要ない

※「原料原産地がはっきりしている」「生産地がはっきりしている」「カロリーコントロールしやすい」

　 は2012年のみ、「供給が安定している」は2011年と2012年、「保存料が必要ない」は2008年～

　 2010年に実施。
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冷凍食品を購入する際、どこに魅力を感じているか、《女性》について、前回までの調査結果と比較すると、いず

れの調査でも「調理の手間が省ける」、「買い置きができる」、「必要な分だけ調理できる」がトップ３にあげられて

順位の変動はなく、冷凍食品特有の利便性や価値については、十分認識されているようです。しかし、前回に比べ

「調理の手間が省ける」（前回 84.0％→今回 77.8％）、「買い置きができる」（同 86.2％→75.8％）は率を減らし、「価

格が安い」（同 26.6％→37.0％）、「供給が安定している」（同 15.2％→32.6％）が今回増えており、冷凍食品の利便

性だけでなく、安い価格や安定した供給についての価値にも魅力を感じている人が増加している傾向があります。 

過去４年の調査を比較すると、「おいしい」が過去調査から徐々に増加し、４年前の倍（18.7%→37.0％）になっ

ています。そのほか、「価格が安い」、「子どもや家族が好き」も、年々増加の傾向にあり、冷凍食品の多様な価値が

認知されつつあります。 

図 12．冷凍食品を購入する際、どこに魅力を感じて購入しているか［時系列］（複数回答） ※男性のみ 
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　 は2012年のみ実施。
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《男性》については、やはり「調理の手間が省ける」（前回 73.6％→今回 66.6％）、「買い置きができる」（同 76.2％

→58.8％）が減っており、「おいしい」（同 31.0％→37.4％）、「供給が安定している」（同 11.4％→20.2％）が増え

ています。 
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図 13．冷凍食品を購入する際、どこに魅力を感じて購入しているか（複数回答） 
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　　　55歳以上 <n=125> 67.2 80.0 59.2 31.2 28.8 23.2 32.8 5.6 21.6 7.2 19.2 4.8 1.6

男性25～34歳 <n=125> 72.8 52.8 36.0 44.8 48.8 17.6 17.6 12.0 1.6 5.6 0.8 3.2 1.6

　　　35～44歳 <n=125> 62.4 54.4 39.2 43.2 44.0 22.4 15.2 11.2 8.8 6.4 8.0 1.6 -　

　　　45～54歳 <n=125> 65.6 65.6 41.6 38.4 36.8 20.0 20.0 12.0 4.8 2.4 3.2 1.6 -　

　　　55歳以上 <n=125> 65.6 62.4 48.8 37.6 20.0 24.8 28.0 4.8 10.4 4.0 5.6 4.8 -　
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《女性》では、「調理の手間が省ける」（77.8％）、「買い置きができる」（75.8％）、「必要な分だけ調理できる」（60.6％）

の３項目が多く、以下「価格が安い」（37.0％）、「おいしい」（37.0％）、「供給が安定している」（32.6％）、「メニュ

ーの種類が豊富」（25.8％）などの順となっています。 

《男性》では、「調理の手間が省ける」（66.6％）、「買い置きができる」（58.8％）の２項目が多く、以下「必要な

分だけ調理できる」（41.4％）、「価格が安い」（41.0％）、「おいしい」（37.4％）などの順で、《女性》に比べて低い

割合の項目がほとんどとなっています。《女性》の方が冷凍食品に対してより多くの点に魅力を感じていることが分

かります。 

性・年齢別にみると、男女ともに上の年齢ほど「買い置きができる」「必要な分だけ調理できる」をあげる人が多

い傾向がみられます。一方、男女とも「おいしい」「子どもや家族が好き」は若い年代ほど多くあげています。 
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５．冷凍食品の割引を行っている場合に購入することが多い価格 

●《女性》 「４～５割引」（69.7％）が圧倒的に多く、割引価格で購入する人がほとんど。 

《男性》でも「４～５割引」（55.5％）が多いが、《女性》に比べるとかなり低い。 

図 14．通常購入している小売店が冷凍食品の割引を行っている場合、購入することが多い価格 

通常価格
（定価）

１～２割引 ３割引 ４～５割引
割引率を気
にせず購入

その他

　全　　　　　体 <N=706>

女　性 <n=488>

男　性 <n=218>

女性25～34歳 <n=123>

　　　35～44歳 <n=122>

　　　45～54歳 <n=122>

　　　55歳以上 <n=121>

男性25～34歳 <n=65>

　　　35～44歳 <n=48>

　　　45～54歳 <n=52>

　　　55歳以上 <n=53>

女性・有職主婦 <n=232>

女性・専業主婦 <n=256>

男性・同居者なし <n=83>

男性・同居者あり <n=135>

性
別

性
・
年
齢

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ

2.7

2.5

3.2

0.8

0.8

5.8

4.6

3.8

3.8

2.2

2.7

3.6

3.0

10.2

8.4

14.2

13.8

7.4

5.7

6.6

13.8

4.2

23.1

15.1

7.8

9.0

12.0

15.6

13.6

11.1

19.3

6.5

9.8

15.6

12.4

26.2

14.6

21.2

13.2

10.8

11.3

22.9

17.0

65.3

69.7

55.5

74.0

75.4

64.8

64.5

50.8

70.8

48.1

54.7

69.4

69.9

54.2

56.3

7.9

8.0

7.8

4.1

6.6

10.7

10.7

4.6

10.4

3.8

13.2

9.9

6.3

7.2

8.1

0.0

2.5

0.0

0.8

0.0

0.0

0.8

0.3

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
 

 

通常購入している小売店が冷凍食品の割引を行っている場合、購入することが多い価格はどのくらいでしょうか。 

《女性》では、「４～５割引」がほぼ７割（69.7％）を占めて圧倒的に多くなっています。そのほかでは「３割引」

（11.1％）、「１～２割引」（8.4％）と割引価格で購入するという回答が続き、「通常価格（定価）」（2.5％）、「割引

率を気にせず購入」（8.0％）などはごくわずかです。 

《男性》でも、「４～５割引」（55.5％）が最も多くなっていますが、《女性》（69.7％）と比べると 15 ポイント近

くも低い割合で、その分「３割引」（19.3％）、「１～２割引」（14.2％）の割合が《女性》より高くなっています。
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《男性》は《女性》に比べてより低い割引率でも購入するという傾向があるようです。 

性・年齢別にみると、《女性》では、「４～５割引」の割合は《45～54 歳》（64.8％）、《55 歳以上》（64.5％）の年

代よりも、《25～34 歳》（74.0％）、《35～44 歳》（75.4％）の方が高く、下の年代ほど割引率に敏感であることがう

かがえます。《男性》では、サンプル数がやや少ないため（各 50 人前後）、バラつきの多い結果となっていますが、

「４～５割引」の割合は《35～44 歳》（70.8％）で高いのが目につきます。 

ライフステージ別にみると、《女性》の《有職主婦》と《専業主婦》、《男性》の《同居者なし》と《同居者あり》

の間に、それぞれあまり大きな差はありません。 
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Ⅱ 冷凍食品の情報提供に関する意識 
 

１．冷凍食品を購入する際、重視すること 

●《女性》 「信頼できるメーカーであること」（66.4％）、「原料原産地の表示がしてあること」（45.4％）、「価格が安いこと」

（39.2％）、「原材料が国内産であること」（33.2％）などの順。 

《男性》では、「信頼できるメーカーであること」（75.2％）、「価格が安いこと」（42.4％）、「原料原産地の表示がしてあるこ

と」（35.4％）、「原材料が国内産であること」（29.4％）、「信頼できる小売店（スーパーなど）であること」（29.0％）などの順

で、「原料原産地の表示がしてあること」（女性 45.4％、男性 35.4％）は《女性》の方が、「信頼できるメーカーであること」

（同 66.4％、75.2％）などは《男性》の方が高い。 

図 15．冷凍食品を購入する際、重視すること（回答は３つまで） 
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女性25～34歳 <n=125> 60.0 52.0 38.4 26.4 28.8 30.4 19.2 22.4 22.4

　　　35～44歳 <n=125> 60.0 46.4 46.4 30.4 23.2 26.4 25.6 24.0 17.6

　　　45～54歳 <n=125> 74.4 37.6 47.2 33.6 18.4 26.4 20.8 24.8 16.8

　　　55歳以上 <n=125> 71.2 20.8 49.6 42.4 19.2 26.4 32.8 20.0 17.6

男性25～34歳 <n=125> 72.8 48.8 32.0 22.4 37.6 20.8 22.4 22.4 20.8

　　　35～44歳 <n=125> 77.6 43.2 29.6 26.4 29.6 27.2 27.2 19.2 20.0

　　　45～54歳 <n=125> 77.6 44.8 34.4 31.2 25.6 20.8 22.4 20.0 23.2

　　　55歳以上 <n=125> 72.8 32.8 45.6 37.6 23.2 26.4 24.0 20.8 16.8
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冷凍食品を購入する際、重視することをみると、《女性》では、「信頼できるメーカーであること」（66.4％）が最

も多く、以下「原料原産地の表示がしてあること」（45.4％）、「価格が安いこと」（39.2％）、「原材料が国内産であ

ること」（33.2％）などの順となっています。 



 

24 
 

《男性》では、やはり「信頼できるメーカーであること」（75.2％）が最も多く、以下「価格が安いこと」（42.4％）、

「原料原産地の表示がしてあること」（35.4％）、「原材料が国内産であること」（29.4％）、「信頼できる小売店（ス

ーパーなど）であること」（29.0％）などの順で、「原料原産地の表示がしてあること」（女性 45.4％、男性 35.4％）

は《女性》の方が高い割合ですが、「信頼できるメーカーであること」（同 66.4％、75.2％）などは《男性》の方が

高くなっています。 

性・年齢別にみると、「価格が安いこと」は男女とも若い年代ほど多くあげており、特に《男性》における年代差

が大きくなっています。また、「信頼できる小売店（スーパーなど）であること」も同様に若い人ほど高い割合です

が、逆に「原料原産地の表示がしてあること」「原材料が国内産であること」は男女とも年代が上がるほど高い傾向

がみられます。 
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Ⅲ 東日本大震災後の食生活に関する変化 
 

１．東日本大震災後、食生活に対する行動は変化したか 

●《女性》 “増えた”割合は『２）家で食事をとる（内食）』（32.8％）、『１）なるべく家族と一緒に食事をとるようにしている』

（21.8％）では高いが、『３）外食』（5.4％）、『４）お弁当やお総菜の購入（中食）』（11.6％）では少なく、“外食が減って、

家で食べることが多くなった”傾向がある。 

《男性》でも同様に、『２）家で食事をとる（内食）』（25.6％）、『１）なるべく家族と一緒に食事をとるようにしている』（19.6％）

で“増えた”が多く、『３）外食』（8.8％）、『４）お弁当やお総菜の購入（中食）』（11.0％）で少ない。 

図 16．東日本大震災後、食生活に対する行動は変化したか ※女性のみ 

<N=500> とても増えた やや増えた 変わらない やや減った とても減った
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東日本大震災後、食生活に対する行動は変化したかどうか、『１）なるべく家族と一緒に食事をとるようにしてい

る』～『４）お弁当やお総菜の購入（中食）』の４項目について聞いた結果をみると、《女性》では、いずれの項目

も「変わらない」が半数以上を占めていますが、「とても増えた」「やや増えた」を合わせた“増えた”割合は、『２）

家で食事をとる（内食）』が３割強（32.8％）で最も高く、次いで『１）なるべく家族と一緒に食事をとるようにし

ている』が２割強（21.8％）で続いています。この２項目では“減った（やや＋とても）”が極めて少なくなってい

ますが、『３）外食』（5.4％）、『４）お弁当やお総菜の購入（中食）』（11.6％）では“増えた”がかなり少なく、“減

った”（順に 36.2％、16.0％）という方が多くなっています。全体として、“外食が減って、家で食べることが多く

なった”ということがいえます。 
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図 17．東日本大震災後、食生活に対する行動は変化したか ※男性のみ 

<N=500> とても増えた やや増えた 変わらない やや減った とても減った

１）なるべく家族と一緒に食事をとるようにしている

２）家で食事をとる（内食）

３）外　食

４）お弁当やお総菜の購入（中食）
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《男性》でも、《女性》と同じような傾向で、“増えた（とても＋やや）”割合は『２）家で食事をとる（内食）』

（25.6％）、『１）なるべく家族と一緒に食事をとるようにしている』（19.6％）では比較的高いものの、『３）外食』

（8.8％）、『４）お弁当やお総菜の購入（中食）』（11.0％）では１割前後にとどまり、“減った”（順に 30.4％、14.0％）

という方が多くなっています。 

表 4．東日本大震災後、食生活に対する行動は変化したか（属性別“増えた”割合） 
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全　　　体 1000 20.7 29.2 7.1 11.3

女　性 500 21.8 32.8 5.4 11.6

男　性 500 19.6 25.6 8.8 11.0

女性25～34歳 125 28.8 45.6 4.8 16.0

　　　35～44歳 125 21.6 32.8 5.6 8.8

　　　45～54歳 125 20.0 28.8 4.0 10.4

　　　55歳以上 125 16.8 24.0 7.2 11.2

男性25～34歳 125 21.6 25.6 12.8 9.6

　　　35～44歳 125 19.2 27.2 8.8 12.0

　　　45～54歳 125 19.2 21.6 9.6 12.0

　　　55歳以上 125 18.4 28.0 4.0 10.4
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「とても増えた」と「やや増えた」を合わせた“増えた”の割合を属性別にみると、まず性別では、あまり大き

な差はありませんが、『２）家で食事をとる（内食）』は、《男性》（25.6％）よりも《女性》（32.8％）の方がやや高

い割合です。 

性・年齢別でもやはり全般的な傾向に大きな差はありませんが、《女性》で『２）家で食事をとる（内食）』は若

い年代ほど高く、《25～34 歳》（45.6％）は《55 歳以上》（24.0％）より 20 ポイント以上も高くなっています。 
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２．東日本大震災後、買い置きについて変化があった食品 

●《女性》 “増えた”のは『６）飲料水』（39.8％）、『４）レトルト・缶詰』（38.4％）、『５）即席食品』（32.8％）が３割台で、以下

『３）冷凍食品』（21.4％）、『１）コメ』（20.0％）、『２）生鮮食品（野菜・肉・魚など）』（9.6％）。 

《男性》では、『６）飲料水』（31.6％）、『４）レトルト・缶詰』（25.2％）、『５）即席食品』（24.4％）などの順で、いずれの項目も

《女性》より低い割合。 

図 18．東日本大震災後、買い置きについて変化があった食品 ※女性のみ 
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東日本大震災後、買い置きについて変化があった食品はあるでしょうか。 

『１）コメ』～『６）飲料水』の６種類の食品について聞いたところ、《女性》では、『６）飲料水』（39.8％）、

『４）レトルト・缶詰』（38.4％）、『５）即席食品』（32.8％）の買い置きが“増えた（とても＋やや）”という割合

が３割台です。次いで、『３）冷凍食品』（21.4％）、『１）コメ』（20.0％）がともに２割強で続き、『２）生鮮食品

（野菜・肉・魚など）』（9.6％）は１割以下で最も低くなっています。 



 

28 
 

図 19．東日本大震災後、買い置きについて変化があった食品 ※男性のみ 
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《男性》では、「とても増えた」と「やや増えた」を合わせた“増えた”の割合が最も高いのは『６）飲料水』（31.6％）

で、以下『４）レトルト・缶詰』（25.2％）、『５）即席食品』（24.4％）、『３）冷凍食品』（18.0％）、『１）コメ』（13.6％）、

『２）生鮮食品（野菜・肉・魚など）』（7.8％）の順です。 

表 5．東日本大震災後、買い置きについて変化があった食品（属性別“増えた”の割合） 

（％）

１） ２） ３） ４） ５） ６）

サ
ン
プ
ル
数

コ
メ

肉
・
魚
な
ど

）

生
鮮
食
品

（
野
菜
・

冷
凍
食
品

レ
ト
ル
ト
・
缶
詰

即
席
食
品

飲
料
水

全　　　体 1000 16.8 8.7 19.7 31.8 28.6 35.7

女　性 500 20.0 9.6 21.4 38.4 32.8 39.8

男　性 500 13.6 7.8 18.0 25.2 24.4 31.6

女性25～34歳 125 17.6 11.2 29.6 34.4 29.6 35.2

　　　35～44歳 125 24.0 7.2 20.8 36.8 36.0 42.4

　　　45～54歳 125 16.8 12.0 16.8 44.8 35.2 44.0

　　　55歳以上 125 21.6 8.0 18.4 37.6 30.4 37.6

男性25～34歳 125 16.8 8.8 21.6 24.0 24.8 32.8

　　　35～44歳 125 13.6 9.6 14.4 31.2 32.0 33.6

　　　45～54歳 125 13.6 6.4 17.6 24.0 22.4 32.0

　　　55歳以上 125 10.4 6.4 18.4 21.6 18.4 28.0

性
別

性
・
年
齢

 

「とても増えた」と「やや増えた」を合わせた“増えた”の割合を属性別にみると、まず性別では、すべての項

目で《女性》の方が高い割合を示しており、特に『４）レトルト・缶詰』では、《女性》（38.4％）が《男性》（25.2％）

を 10 ポイント以上上回っています。 
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性・年齢別にみると、《女性》では『３）冷凍食品』が“増えた”割合は、若い年代ほど高くなっています。 

【本件に関するお問い合わせ先】 

「冷凍食品の利用状況実態調査」広報事務局（電通パブリックリレーションズ内） 

担当：岩澤 

電話：03-5565-6408 FAX：03-3546-0432 


